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中

梅雨も明け、いよいよ夏本番となりました。
暑さを避け、こまめな水分補給をして熱中症を予防しましょう。

ＯＰ駅髭南山病院
Ｑ基本理念」－療養者の立場に立った医療

（基本方針）①チームワークが良く信頼される病院 ②向上心を持ち良質の医療をめざす

▲糸満ハーレー



月１８日「ぶれあし、看護体験」を認知症病棟（みのり病棟）にて行し、ました。

地域高校生の糸満高校、沖縄水産高校の生徒さん１０名が来院されました。
看護現場の見学や、療養者さまと雑談をされたりと約２時間の体験を実施

しました。高校生の八ツラツさが私たち職員にも良い刺激となった一日でした。

今後も看護への魅力を発信し伝えられるよう一層適進していきたいです。
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こ、 ご協力をし、ただいた療養者さま、病棟の職員にも感謝申し上げます。

みのり病棟
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評′（一 酷随区医師会滴－所大会＠鰹
院は過去にもボウリング大会で優勝している実績があり、
狙ってし、るとし、うチームに初めて入り、参加する事になりました。

それもあり、少し緊張しながら当日を迎えましたが、チーム内でお互し、を助け

合ってし、こうと目標を立て、とても良し、雰囲気でゲームが出来ました。おかげで、

チーム全員が高スコアを出し、今回も優勝する事が出来ました。

ゲーム進行中は、 職員同士で雑談しながら、 良し、プレーが出ればハイタッチ

したり、失敗しても励ましたりと、とても楽しく過ごせました。

次回も機会があれば連覇を目指してし、きたいです。
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” －ルデンウイークも過ぎ、 徐々に暑さが増すこの時期、 ＷＬＳ では涼しし、屋内

でボウリングと美味しいホテルランチを楽しみました。

「ボウリングは１０年ぶり・・」と話すメンバーや「前回はガーターばっかりだったよ」

と話してし、たメンバーも、今回はストライクを取り、本人も周りもビックリ！！

最後の最後に３連続ストライクを出すメンバーの勝負強さに更にビックリ！！

たくさんの笑顔と、驚きあふれるボウリングとなりました。

ボウリングの後は美味しいランチで栄養も補給し、夏本番を迎える準備は万端！？
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ワークライフサポート南山
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面新しー１面談室が完成しました －－

　

ー１

　

‐ー．

でにお気づきの方もし、らつしやるかもしれ

ませんが、１日カフェスペースに新しく面談

室が増設され、４月下旬より運用開始されました！

正面の扉を開けると３つの部屋が設置されており、
真新しい木の匂し、が感じられます。
各部屋の中には、広々と使える机と椅子、白と

オレンジ色の照明、エアコンが完備され、とても

快適に過ごすことができます。 暖かみのある安心

できる場所として、より多くの方に利用してし、た

だけたらと思います。 今後も、 利用者の皆様が

相談しやすい環境づくりに努めてまし、ります！
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ＱＲコード

　　

＊′ｆ′レク（精神禾斗デイケア、デイナイトケア、ナイトケア）

＊きらら（重度認知症デイケア） ＊ひまわり（訪問看護ステーション）
＊ワークライフサポート南山（就労継続支援Ｂ型・就労移行支援・就労定着支援）
＊相１談支援センターなんざん（特定計画相談支援・児童相談支援）
＊レンメ′し／やすらぎＮの里！（グループホーム）
＊沖縄県南部地区障害者就業・生活支援センターブ１．」ツジ

◎この内容はインターネット（ｈｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｎａｎｚａｎ．ｏｒ．ｊｐ／）でも公開しております。
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※本誌はＵＤフォントを使用しております。

ゲト型紙職 。 紹 介遁
４ 月よりパルクに２人のニューフェイス、喜友名亜弓と我喜屋茜がやってきました！
今まで従事してきた仕事とは勝手が違い戸惑う様子も見られますが、一般業務

だけでなく専門職としてのアブ□－チに挑戦してし、ます！

　

喜友名亜弓です。精神科は初めてですが、前職では高齢期・

身体リ八ビリなどに関わってきたので、体操など身体を動

かした活動で活かせることが出来たらと思し、ます！

我喜屋茜です。４月から社会人の仲間入りをしました！

絵や物作りが好きなので利用者の特徴を活かせるよう

関わっていきたし、です！

パルク 作業療法士

　

喜友名亜弓／我喜屋茜
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・ 一

変更したとしても禁煙ではなく減煙にしかならないことや本数を減らしただけでは脳卒中

リスクも高いままである事に驚きました。
今後も南山病院の禁煙に対する姿勢を誇りにし、禁煙に対して意識を高く持ち、啓発

活動へ取り組んでいきたし、と思います。
リハビリ科

　

仲原 萌香／でいご病棟ＳＳＴ

　

金城 亜実


